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佐
賀
県
立
地
域
生
活
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 
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佐
賀
県
立
地
域
生
活
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
佐
賀
県
立
地
域
生
活
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
二
十
二
年

佐
賀
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
佐
賀
県
立
地
域
生
活
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
職
制
） 

第
二
条 

セ
ン
タ
ー
に
所
長
及
び
副
所
長
を
置
く
。 

２ 

セ
ン
タ
ー
の
所
長
は
佐
賀
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
を
、
副
所
長
は
佐
賀
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
を
も
っ
て
充
て
る
。
た
だ
し
、
セ
ン
タ
ー
の
所
長
又
は
副
所
長
と

し
て
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
職
務
） 

第
三
条 

所
長
は
、
知
事
の
命
を
受
け
て
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
掌
理
し
、
職
員
を
指
揮
監

督
す
る
。 

２ 

副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
整
理
す
る
。 

 

（
職
務
の
代
行
） 

第
四
条 

所
長
不
在
の
と
き
は
、
副
所
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
し
、
所
長
及
び
副
所
長
が
と

も
に
不
在
の
と
き
は
、
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
職
員
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
代
行
し
た
事
項
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

速
や
か
に
、
所
長
の
後
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
所
長
の
専
決
事
項
） 
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第
五
条 

所
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
専
決
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 
職
員
の
事
務
分
掌
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二 

職
員
の
旅
行
を
命
令
す
る
こ
と
。 

 

三 

職
員
の
欠
勤
並
び
に
慶
弔
休
暇
、
年
次
休
暇
、
夏
季
休
暇
、
生
理
休
暇
、
産
前
産
後

通
院
休
暇
、
妊
娠
通
勤
緩
和
休
暇
、
妊
娠
障
害
休
暇
、
出
産
補
助
休
暇
、
配
偶
者
出

産
時
育
児
休
暇
、
育
児
休
暇
、
引
き
続
き
三
日
以
内
の
特
別
休
暇
（
裁
判
員
、
証
人
、

鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
官
公
署
に
出
頭
す
る
場
合
を
除
く
。
）
及
び
引
き
続
き
十

日
以
内
の
病
気
休
暇
並
び
に
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
部
分
休
業
の
願
の
処
理
に

関
す
る
こ
と
。 

 

四 

職
員
の
週
休
日
の
振
替
に
関
す
る
こ
と
。 

 

五 

職
員
の
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。 

 

六 

職
員
の
休
日
の
代
休
日
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。 

 

七 

職
員
の
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
通
勤
手
当
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。 

 

八 

佐
賀
県
情
報
公
開
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
佐
賀
県
条
例
第
十
七
号
）
に
基
づ
く
公
文

書
の
開
示
及
び
佐
賀
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
三
年
佐
賀
県
条
例
第
三
十
七

号
）
に
基
づ
く
個
人
情
報
の
開
示
の
決
定
等
に
関
す
る
こ
と
。 

 

九 

そ
の
他
軽
易
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。 

２ 

副
所
長
は
、
所
長
が
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
の
う
ち
、
所
長
が
定
め
る
も
の
を

専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
し
た
事
項
の
う
ち
、
特
に
重
要
で
あ
り
、
又
は

異
例
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
定
員
） 

第
六
条 

セ
ン
タ
ー
の
利
用
定
員
は
、
二
十
人
と
す
る
。 
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（
利
用
承
認
） 

第
七
条 

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い

う
。
）
を
受
け
る
た
め
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
利
用
申
込
書
（
様
式
）

に
同
法
第
二
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

を
添
え
て
、
こ
れ
を
所
長
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
特
に
要
す
る
費
用
） 

第
八
条 

条
例
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。 

 

一 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
の
送
迎
に
要
す

る
燃
料
代 

 

二 

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便

宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
も
の 

 

（
非
常
災
害
の
場
合
の
措
置
） 

第
九
条 

所
長
は
、
非
常
災
害
に
際
し
て
は
、
直
ち
に
臨
機
の
処
置
を
執
る
と
と
も
に
、
そ

の
状
況
を
遅
滞
な
く
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
補
則
） 

第
十
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

所
長
が
別
に
定
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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様式（第７条関係） 

 

利 用 申 込 書 

年  月  日  

 

   佐賀県立地域生活リハビリセンター所長 様 

 

 （申込者）                  

住 所                  

（電話番号               ） 

氏 名                  

利用者との続柄等             

 

   次のとおり指定障害福祉サービス（自立訓練（機能訓練））を受けたいので申し込みます。 

 

障害福祉サービス受給

者証番号 

             

利

用

希

望

者 

住 所 
（電話番号           ）

ふりがな 

氏 名 

  

生年月日 

 

（年 齢） 

年   月   日 

（   歳） 

性 別 男 ・ 女 

利 用 希 望 日 

  

備 考 

  

  


